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No. 代表者

大津 晶

日本海側５大学（小樽商科大学、東北公益文科大学、京都産業大学、福知山公立大学、島根大学）で共催する「地域政策系５大
学インターゼミナール」に参加し、地域政策を研究する学生による共同演習を通じて学生の地域への理解を深めるとともに、政策
分析・提案の実践技法を習得する。

プロジェクト名
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「地域政策系５大学インターゼミナール」への参加を通じた地域分析技法の習得

（別添資料）
1.5大学インターゼミナール合宿 （学生政策コンペ）2019 のしおり
2.NPO法人による公共施設の運営　～綾部市里山交流研修センター（旧・豊里西小学校）での経験から～
3.新町商店街を活用した異世代間交流
4.駅からはじまる福地山のスイーツ×歴史
5.福知山ぱぁのぷれぜん
6.老富町の交通危機を救え！
7.次世代交通システムは⽔源の⾥を救うのか？
8.綾部　ぱー
9.DLプロジェクト
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５大学インターゼミナール合宿 

（学生政策コンペ）2019 のしおり 
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○目的 

・ 大学や地域の枠を超えてフィールドワーク・調査・交流できる環境を創り、学生が

「他流試合」の中から成長できる機会を創造する。 

・ 毎年度フィールドを変え（北海道・山形・京都・島根）、日本海側の地域の現状を知る 

 機会を作るとともに、「よそ者・若者」ならではの発想から創発された知や政策アイデ 

ィアを地域に提供する。 

・ 他大学ゼミ（教員や学生）の事例や取り組みを知る機会を作り、「斜めの関係」を構築 

 するとともに、自大学や自ゼミの今後の活動に生かす。 

 

○日時 

 2019 年８月 28 日（水）〜30 日（金） 

 

○今年度のフィールド 

 京都府福知山市・綾部市 

 

○宿泊先 

 綾部市里山交流研修センター 

  （住所）京都府綾部市鍛治屋町茅倉９番地） 

 （URL）https://ayabesatoyama.net 

 

○今年度のテーマ 

 「もう一つの京都（森の京都）」の課題を発見し、解決案（政策案）を考える」 

 

○キーワード 

 福知山：水害、明智光秀（大河）、教育、商都、鉄道、肉、スイーツ、子育てなど 

 綾 部：水源の里、半農半 X、AtoZ、大本教、合気道、グンゼ、平和、バラ、ネジなど 

  

○内容（概要） 

（１日目）集合、自己紹介・アイスブレイク、BBQ 

（２日目）ミニレクチャー、フィールドワーク・調査（福知山・綾部） 

（３日目）政策提言、講評、解散 
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○参加者一覧 
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○ プログラム（詳細） 

 ８月 28 日（水） ８月 29 日（木） ８月 30 日（金） 

７:00 

 

８:00 

 

９:00 

 

10:00 

 

11:00 

 

12:00 

 

13:00 

 

14:00 

 

15:00 

 

16:00 

 

17:00 

 

18:00 

 

19:00 

 

20:00 

 

21:00 

 

22:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合、チェックイン 

アイスブレイク（学生企画①） 

BBQ 準備 

 

BBQ 

 

片付け 

風呂、自由時間 

教員と学生による大学紹介

（学生企画②） 

 

終わり次第解散 

就寝 

起床 

朝食、自由時間 

 

 

講義①（塩見特任授）   

 

講義②（福知山市大学政策課） 

 

グループ分け（学生企画③） 

 

昼食（フィールド移動後に各グループ毎で） 

フィールドワーク・調査 

【綾 部】３グループ程度 

 *企画：滋野ゼミ 

 

【福知山】３グループ程度 

 *企画：杉岡ゼミ 

 

 

 

里山ねっと・あやべ集合 

各グループまとめ 

夕食 

 

中間発表（学生企画④） 

 

 

終わり次第解散 

グループ活動 

起床 

朝食、チェックアウト 

 

 

政策発表（学生企画⑤） 

（発表 15 分、質疑５分） 

 

 

審査、結果発表、表彰 

 

記念撮影、解散 
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○フィールドワークについて 

（綾部） 

  綾部主要箇所、志賀郷の見学、移住者ヒアリング 

 

（福知山） 

  福知山駅、市民交流プラザ、御霊神社、広小路通り、治水記念館、福知山城、公立大 

 まちかどキャンパスなどから適宜。 

※ あとはチームのニーズに合わせてアレンジします。 

 

○ 審査基準 

 ①課題把握の適切性 20 点、②チームワーク   20 点、③プレゼン力    20 点 

 ④オリジナリティ  20 点、⑤実現可能性    20 点         計 100 点 

 

○ 賞 

①最優秀賞（点数が一番高かったチーム） １チーム 
②優秀賞（点数が二番目に高かったチーム）１チーム 
③審査員特別賞（点数にかかわらず、内容が面白かったチーム） １チーム 
※ 副賞は、地域特産品になります。 

 

○ 参加大学および人数 

・ 福知山公立大学 ：学生 11 名（３年生８名、４年生３名）、教員１名 計 12 名（幹事校） 
・ 京都産業大学  ：学生８名（２回生３名、３回生５名）、教員１名 計９名（幹事校） 
・ 小樽商科大学  ：学生 12 名（全て３年生）、教員１名 計 13 名 
・ 東北公益分科大学：学生２名（全て３年生）、教員１名 計３名 
・ 島根大学    ：学生５名（２〜４年生）、教員１名 計６名 

合計 43 名 

【その他】 

・ 駐車可能台数は一般 24、福祉２、マイクロバス２です。 

・ タオル（大・小とも）・寝間着（パジャマ）・歯ブラシ・歯みがき粉・かみそり（ひ 

げそり）などの無料提供はありません。これらはご持参ください。 

・ コンビニはありませんが、隣に地元住民が出資しあって自主経営で地域の売店「空山の 
 里」があります。野菜や飲物、菓子類のほか、地酒やビールなど、酒類販売も行なって 
・ います（月～金は 9:00～17:00 営業）。自動販売機はあります。 
・ 発表スライドづくりなどで使うパソコンは個人のものをご持参ください。 
・ フリーwi-fi がありませんので、個人の wi-fi などで通信環境の確保をお願いします。 
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○施設外観 

      

        全景①                  全景② 

      

    もりもりホール                  幸喜山荘 

      

       浴場                   BBQ サイト 

      

      宿泊部屋①                                 宿泊部屋② 
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  公立大まちかどキャンパス①              公立大まちかどキャンパス② 

 

 

○宿泊棟部屋割（学生 40 名） 

 

 

○宿泊棟部屋割（教員４名） 

 
※ 会場代などは福知山公立大学、BBQ は京都産業大学が財政支援（補助）します。 

【一人当たりの予算】 

28 日宿泊 3240 

29 日宿泊 3240 

28 日夜 1500 

29 日朝 864 

29 日夜 1296 

30 日朝 864 

お菓子代 496 

 11500 

け 
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○学生企画（詳細）について 

【学生企画１】司会:公立大（西宮） 

（１）グループ分け（８グループ） 

・ 大学ごとにくじ引き（１グループ５～６名）を行う。 

・ なるべくスピーディーに行う。 

（２）自己紹介タイム（グループ内で） 

・ A4 の用紙を４つに折る。 

・ 左上に名前（呼んでほしい名前）。右上に出身地。左下にサークルまたは趣味。右下に 

意気込み。←変更可 

（３）アイスブレイク（チーム対抗ジェスチャーゲーム） 

・ グループで分かれて代表者１名がジェスチャーをし残りのメンバーでそれに答える。 

・ 正解したら次の代表者がジェスチャーをする…という繰り返しで、一番早く終わったチ

ームの勝ち。（１ゲーム５．６題出題予定） 

・ 時間が余りそうであればもう１ゲーム行う。 

（４）その後の BBQ のグループは２グループが一緒になって食べる（計４グループ）。 

 

 

【学生企画２】 司会:東北公益分科大学（阿部） 

（１）発表の準備 

・ 各大学には今現在までのゼミの活動及び大学の紹介のための 10 枚程度のスライドを事 

前に作成をお願いする。 

（２）発表について 

・ グループ順は当日のお楽しみ。(各大学のリーダーは把握しています) 

・ 事前に作成してきたいただいたスライドを利用して発表を行っていただく。まず初めに

学生によるゼミの発表（研究テーマ、直近の活動内容）の後、担当教員による大学紹介

（補足）を行ってもらう。人数の多い大学の場合には、それぞれに分かれて行っていた

だいてもかまわない。 

（３） 質疑応答 

・ ゼミの活動内容についての質疑応答を各大学３～５分程度行いたい。 

  

 
【学生企画３】司会:島根大（秦） 

（１）フィールドワークのグループ数 

・ 福知山グループ 3 グループ程度 

・ 綾部グループ 3 グループ程度  に分かれる。 
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（２）分け方 

・ 福知山と綾部 希望をとる。 

    ※ うまく分かれない場合は公立大と京産大のメンバーで調整する 

 

 

【学生企画４】司会:小樽商科大学（佃・藤原） 

（１） 発表順の決定 

・ 夕食よりも前の時点で、担当する小樽商科大学側でくじ等によりランダムに 6グルー 

プの順番を決定し、各グループに通知する。 

（２）中間発表 

・ 時間については、最終発表に準拠し、最大で 15 分とするが、準備段階での発表である 

ということを加味し、15 分に超えない限りでは自由とする。 

・ 発表順については、あらかじめ決定したものに基本的には従うものとするが、ある程度 

各グループの進捗状況をふまえてグループ間での合意の上、順番を前後させるなど、柔

軟に対応する。 

（３）質疑応答 

・ 翌日の最終発表同様に、質疑応答の時間を 1グループにつき 5分程度設ける。最終発 

表へとつながる貴重な他グループからの意見収集の場であると考える。 

  

 

【学生企画５】司会:京産大（山名・西山） 

（１）発表の最終確認、準備 
・ チェックアウトを済ませてから発表時間である９時までの時間帯をグループでの最後 
の打ち合わせとして活用する。 

（２）順番決め（綾部班 or 福知山班） 
・ 発表開始の１０分ほど前に司会者がくじでどの３グループが最初に発表するかを決定。 
（３）前半３グループ発表 
・ くじの結果、前半となったグループから発表。 
・ より緊張感を出すために、その都度くじを引き３グループ内の順番を決める。 
・ 発表時間は１グループ１５分、質疑応答が５分とする。 
（４）後半３グループ発表 
・ 同上 
（５）審査、結果発表、表彰 
・ 結果が良かったグループには景品を用意する。 
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【緊急連絡先】 里山ねっと・あやべ事務局 0773-47-0040、杉岡（公立大） 090-8168-6119 

Memo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

















































2019年８月 

５大学インター 

ゼミナール合宿予定 
 

（福知山公立大学・京都産業大学・ 

小樽商科大学・ 

東北公益分科大学・島根大学） 
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次世代交通システムは⽔源の⾥を救うのか？ 
問題提起 
 ⽔源の⾥では⾼齢化や⼈⼝減少による問題が顕著に表れている。中でも特筆すべきは、住
⺠の交通⼿段の不⾜である。 
 代替⼿段として、綾部市では「NPO 法⼈綾部福祉フロンティア」による有償運転制度が
⾏われているが⼀⽇３便しか運⾏されていない。また、これにかかる費⽤として年間 6000
円を⼀律（乗っても乗らなくても）で住⺠から徴収しているが、⾚字が続いているため、何
とか維持できているという状態だ。 
 そこで私達のグループでは、綾部市職員等へのヒアリング調査を⾏い、問題の適切な把握
と改善策の提案。さらに新たな交通インフラを⽤いた戦略等を提案する。本紙はこれに付随
する参考資料である。 
 
⼿動運転と⾃動運転の⽐較 
 ⾃動運転については国⼟交通省が１３の地域で実証実験を⾏うなど、すでにデータが存
在しているため、※１「中⼭間地域における道の駅等を拠点とした⾃動運転サービス実証実
験 資料２⾃動運転サービスの採算性の検討事例」を参考に綾部市での適⽤が可能かを検討
していく。 
 
（資料１） 
H.27 年度於⾒市野瀬線利⽤客数 

４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10 ⽉ 11 ⽉ 12 ⽉ １⽉ ２⽉ ３⽉ 
605 635 644 623 586 578 636 628 684 624 588 599 
合計 
7,430 

綾部市市⺠協働課より提供 あやバス路線別乗⾞実績より引⽤ 

 
資料 1 から読み取ることができる問題点は、3 ⽉・4 ⽉・5 ⽉が、⽼富におけるシャガと

ミツマタ観光のピーク期であるにもかかわらず、他の⽉と⽐較してバスの利⽤者数の変化
がそこまで⾒られないということだ。多少の増減はあるものの、於⾒市野瀬線における中で
⽬⽴って⼤きな変化はない。それは⽼富・綾部に観光に訪れる観光客が、市が運営するあや
バスを使わずにマイクロバスや⾞で来てしまい、綾部にそのまま向かってしまって観光地
で降りず、実際に観光地でお⾦をおとしにくい状況を作ってしまっていると推測できる。 
 



 
（資料２） 
⼀般⾞両と⾃動運転の⽐較 
於⾒市野瀬線 上林いきいきセンター前〜於⾒に加え、⽼富休憩所まで延線した場合に係
る諸費⽤の簡易図 

（年間） ⽀出 
⼀般⾞両（あやバス等） ⾃動運転（有償ボランティア） 

⼈件費 運転⼿ 3,500,000 1,600,000 

オペレータ
ー 

2,600,000 1,600,000 

燃料費/電⼒費 796,917 78,779 
運⾏システム管理 ̶̶ サーバー 600,000 

レンタル 120,000 
その他 ※a ̶̶ 1,000,000 

 
（年間） ⼈数 収⼊ 

上林いきいきセンター‐於⾒間 
における推定利⽤者数 

4218 632,700 

⽼富町における推定利⽤者数 730 109,500 
観光客数 

（滋野教授による推定数 5000 ⼈）内 1000
名を⾃家⽤⾞と仮定した場合 

4000 1,200,000 

農作物等輸送 ̶̶ 1,500,000 
宅配・宅⾷サービス ̶̶ 

 
差額 

⼀般⾞両 −5,520,166 

⾃動運転 −1,556,579(⾞両費

等除く) 

※１ 試算の前提条件を参考 筆者編集 

 
 
 
 
 
 



 
（資料３） 
試算根拠 簡易 

（⽀出） ⼀般⾞両 ⾃動運転 
⼈件費 乗員１ オペレーター１の場合 

乗務員 3,500,000 円 
※2 より仮定 

乗務員 1,600,000 円
※5 

オペレータ
ー 

2,500,000 
※3 より仮定 

オペレータ
ー 

1,600,000 円
※5 

減価償却 ̶̶ 今後要検討 
燃料費/電気代 
於⾒市野瀬線 
上林いきいきセンター前〜 
於⾒に加え⽼富休憩所周辺
まで延線した場合の距離 

ガソリン代：年間⾛⾏キロ÷燃

費×ガソリン価格 

54750÷9km/L×131 円/L ⽇※4 

年間⾛⾏距離 54750km 

(路線 15km×10 本×365 ⽇) 

電⼒使⽤料：往復 1.48kw/h×5

往復×365 ⽇×電⼒ 単価 25 円

/kWh ※5 

運⾏管理/システム費 ̶̶ デマンドシステム運営費（サー

バ費⽤）：50,000 円/⽉×12 か

⽉※５ 

遠隔監視機材レンタル費：

10,000 円/⽉×12 か⽉※５ 

諸経費※a ̶̶ 1,000,000 
⾞両修繕費※a ̶̶ 
利⼦※a ̶̶ 

※a 1,000,000 円をその他にかかる費⽤と仮定し計上 
 

⾃動運転では⼿動運転のプロフェッショナルである必要がなく、負担の⼤幅な軽減が予
測されるため、有償ボランティアでも可能であると判断。 
 
収⼊ 

（収⼊）  
上林いきいきセンター‐於⾒間 
における推定利⽤者数 

市野瀬⽅⾯ 
五泉,五津合の合計⼈⼝ 478 ⼈から 
⽼富,光野,故屋岡,睦寄,五泉,五津合の合計
⼈⼝ 842 ⼈を割ることで、利⽤者内におけ
る⽼富⽅⾯割合を算出。バスの年間利⽤者



数とかけることで、上林いきいきセンター
〜⽼富における利⽤者を算出。 

⽼富町における推定利⽤者数 路線が延線されることにより、１⽇あたり
１名が往復で利⽤すると仮定し、算出 

観光客数 年間約 5000 名が観光に訪れると推測さ
れ、内 1000 名が延線後も⾃家⽤⾞を利⽤
すると仮定した場合 

農作物等輸送 ※１ 初年度年間⽀出⼊の⽐較 商品配送
⾦額から仮定 宅配・宅⾷サービス 

 
 
参考⽂献 
※１：国⼟交通省 中⼭間地域における道の駅等を拠点とした⾃動運転サービス実証実験 
資料２⾃動運転サービスの採算性の検討事例 （2019/8/29 現在） 
（https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_001109.html） 
（http://www.mlit.go.jp/road/ITS/j-html/automated-driving-FOT/pdf_181217/2.pdf） 
 
※２：タクシー転職のきっかけ 
（https://www.taxi-tensyoku.com/） 
 
※３：マイナビ転職 
（https://tenshoku.mynavi.jp/kansai/list/c26203/o1D405/） 
 
※４：e 燃費 レギュラーガソリン価格の推移 (2019/8/30 現在 レギュラー価格 131.1 円) 
(https://e-nenpi.com/gs/price_graph) 
 
※５：具体的な資料が不⾜しているため、※１ 参考 試算根拠 ⽀出から引⽤ 
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